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１． 基本方針 

学校教育目標「人とのつながりを大切にし、たくましく生き抜く生徒の育成」は、蜂ヶ岡中学校区の生

徒・保護者・地域の実態から数年来、引き継がれている。 

この学校教育目標を達成するために、生徒のことを最優先に、現場主義の徹底をはかることでお互い

の人間性を理解し、信頼関係を築くことを前提とする。そして日常生活のあらゆる場面で生徒に寄り添い

ながら時間と場所を共有することで、生徒を見守り、その可能性を最大限に引き出し育てることを基本に

教育活動を行う。 

 学習指導要領が示すカリキュラム・マネジメントの視点をもって社会に開かれた教育課程を実現するた

めに、小中一貫の９年間を意識しながら、中学校３年間を生徒の実態や課題、保護者や地域の願い等に

応じて、生徒が身につけるべき資質・能力や学ぶべき内容などをわかりやすく示していく。 

教職員においては、経験年数に関わらず中核的な役割を担い、各自の得意やそれぞれの立場で、主

体的に課題解決に向けて挑戦することを期待する。 

 学校の取組が、保護者・地域の方にも十分理解していただけるよう情報発信を行い、信頼される学校づ

くりに努める。 

 

 

人とのつながりを大切にし，たくましく生き抜く生徒の育成 

〇考えが表現でき、課題解決に向かう生徒 

〇相手の立場に気づき、よりよい人間関係を築く

生徒 

〇時と場に応じた正しい判断と行動ができる生徒 

〇なりたい自分に向かって挑戦しつづける生徒 

〇生徒の可能性を最大限に引き出し育てるこ

とを目指す教職員 

〇愛情豊かな心の通った関係性を築く教職員 

〇組織人として、責任感、協調性をもち互い

に高め合う教職員 

〇生徒が安心して通いたいと思える学校 

〇教職員が一致協力して、主体的に取り組む学校 

〇地域の公教育の中心として地域住民から信頼される学校 



２． 育成を目指す資質・能力 

① 自ら課題や疑問点を設定し、調べたり解決しようとする道筋を大切にして、学習に向かおうとする力

（課題発見・課題解決、挑戦する力、自己調整力）  

② 他者との関わりの中で多様性を認め、それぞれの立場を理解し、社会貢献する力 

（コミュニケーション能力、協働する力）  

③ 調和のとれた生活習慣を身につけ、自らの生活や人生等を良くするために、時と場に応じた正しい

判断と行動ができる。（判断力、適応力） 

 

３． 重点項目（目標達成のために徹底する取組） 

① 「めざす生徒像」「めざす教師像」「めざす学校像」を達成するために、各係・委員会・分掌で内容

を熟慮、精査し、報告・連絡・相談等の連携を通じて、創造的、組織的な学校運営を推進する。 

② 各種調査や学校評価アンケート等の分析を行うことで、教育内容の質の向上に向けて、教育課程

を編成、実施、評価し改善を図る一連のＰＤＣＡサイクルを確立するために、研究部を中心に組織的

に取り組む。また、生徒の実態に応じた家庭学習についても模索する。 

③ 生徒の自治能力を高めるため、主体的かつ協働的な活動を行い、達成感や成就感を味わえるよう

な生徒会委員会活動の活性化を図る。 

④ あらゆる機会を活かして人権教育や道徳教育と連携し、多様性を認め心身共に健康で生命を大

切にする教育を進める。 

⑤ 学びの質のさらなる向上を目指して、これまでの教育実践とＩＣＴを適切に組合せ、ＧＩＧＡ端末を効

果的に活用し、個別最適な学びや協働的な学びを実現するために授業改革を目指す。 

⑥ 学びや活動の中に「見通し」「行動」「振り返り」を意識し、自分事として捉え課題発見・解決につ

ながるような探究活動を行う。 

⑦ 学校評価等から保護者・地域等の指標を活用し、取組の進捗度・達成度を振り返ることで学校運

営に生かす。 

  


